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研究成果の概要：アセスメントツールは、エキスパートナースからの評価を受け、50 の質問評

価項目となった。本ツールによるアセスメントには、日頃から、患者の細かい情報をキャッチ

することが必要であり、その人のもつ力を患者自身、看護者自身が共通に理解把握する必要が

あること、入院時患者がどのようになりたいのかその目標や課題を明確にしていく必要性が再

認識される結果となった。また、本ツールは、慢性統合失調症患者のセルフケア能力について

看護師への現任教育にも使用可能であり、患者がもつ能力を理解し、その患者にあった目標・

計画を立案する道具として活用できると考えられた。 

 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

平成１８年度 1,200,000 円 0 円 1,200,000 円 

平成１９年度 900,000 円 0 円 900,000 円 

平成２０年度 700,000 円 210,000 円 910,000 円 

総 計 2,800,000 円 210,000 円 3,010,000 円 

 
 
研究分野：精神看護学 

科研費の分科・細目：看護学・臨床看護学 

キーワード：セルフケア能力 統合失調症 オレム理論 パワー構成要素 
 
１．研究開始当初の背景 

日本の精神科看護にセルフ家看護モデル
を導入した P.R.Underwood（1984）は精神

障害者のセルフケアは、自己洞察やセルフケ
アに向けての意欲や動機づけが乏しいため、
看護者は患者のセルフケア行動を的確に査



定することの必要性を述べた。その後、精神
障害者のセルフケア行動を的確に査定し、そ
の結果をもとに患者の個別性を配慮したセ
ルフケアへの看護アプローチの介入を行っ
たとする研究報告が増えており、同時に、よ
り的確に患者のセルフケア行動を査定でき
るエキスパートナースが必要とされている。
しかし、近年、精神障害者の自己評価に対し、
十分に有効であると述べた研究が増えてお
り、また現在、精神科医療においても患者参
加型の医療の標準化をめざす動向がある。精
神疾患は慢性的な疾患であり、その予後は精
神障害者自身の生活を含む環境と密接に結
びついており、精神障害者自身の健康管理、
セルフケアも重視されることとなる。したが
って、精神障害者の意志決定を重視し、より
質の高い医療・看護を提供するため、精神障
害者が認知しているセルフケア能力を明ら
かにすることで、患者参加型の医療の標準化
をめざす指標を検討することは意義が大き
いと思われる。 

 
２．研究の目的 
慢性統合失調症患者の意志決定を重視し、

より質の高い医療・看護を提供するため、慢
性統合失調症患者が認知しているセルフケ
ア能力を明らかにすることで、患者参加型の
医療の標準化をめざす指標を検討すること
を目的とする。 

 
３．研究の方法 
（１）ステップ１：文献検討とオレム理論の
10 パワー構成要素をもとに慢性統合失調症
患者のセルフケア能力の構成要素を決定す
る。 
 
（２）ステップ２：作成したツール案とイン
タビューガイドを元に、エキスパートナース
に慢性統合失調症患者のセルフケア能力を
どのように捉えているのか、またどのように
認知しているのかをインタビューを行う。 
 
（３）ステップ３：エキスパートナースに対
し、ツール案とツール評価シートを用いて評
価をしてもらい、更なるツールの洗練化を行
う。 
 
４．研究成果 
（１）アセスメントツールは、エキスパート
ナースからの評価を受け１０因子、５０の質
問評価項目となった。 
 
（２）本ツールによるアセスメントには、日
ごろから、患者の細かい情報をキャッチする
ことが必要であり、その人のもつ力を患者自
身、看護者自身が共通に理解把握する必要が
あること、入院時患者がどのようになりたい

のかその目標や課題を明確にしていく必要
性が再認識される結果となった。 
 
（３）本ツールは慢性統合失調症患者のセル
フケア能力について新人看護師に関わらず、
看護師への現任教育にも使用可能であり、患
者がもつ能力を理解し、その患者にあった目
標・計画を立案する道具として活用できると
考えられた。 
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